
岡山大学薬学部（医歯薬学総合研究科）：薬学教育・研究を国際的にリードする人材の育成

国際的な研究力
・最先端科学研究の推進
教員および大学院学生の研究交流

国際的な教育力
・基礎科学教育の普遍化
先端科学教育の相補的／革新的進化・教員および大学院学生の研究交流

・国際的共同研究の推進（継続性）
・先端科学教育の相補的／革新的進化
・各国の文化（法制度）の情報交換

＝海外のレベルの高い大学（成均館大学薬学部 大韓民国トップクラス）との海外のレベルの高い大学（成均館大学薬学部、大韓民国トップクラス）との
パートナーシップの構築 （キャンパス・アジア事業での連携実績もある）

韓国と日本は、薬学研究・教育において ①人材育成目標、
②研究力、③薬学教育システム など相互に比較する意義が高い

MURPES* ﾌﾟﾛｼﾞ ｸﾄ

森山芳則薬学部長をはじめとする一行が成均館大学水原自然科学キャンパスの同大

MURPES* ﾌ ﾛｼ ｪｸﾄ：
* 「日韓の薬学教育システム比較に基づく双方向的学生教育支援」事業”[Mutual recognition of renewed 
pharmaceutical education systems in Japan and Korea in a new era to lead supports in advanced education] ”

森山芳則薬学部長をはじめとする 行が成均館大学水原自然科学キャンパスの同大
薬学部を訪問（H25年9月9日‐11日）し、岡山大学薬学部と成均館大学薬学部との間で

①研究交流と教育交流を継続し推進すること、②相互学位認証制度の構築を目指す
ことで基本合意がなされ、今年（12月を予定）中の協定締結を目指すこととなった。ことで基本合意がなされ、今年（12月を予定）中の協定締結を目指すこととなった。
・海外大学との相互学位認証制度は、導入されれば薬学系大学では日本初の試み
・大学院における研究・教育レベルを相互に認め合えるパートナーであることが前提

・大学院において、分子イメージング教育コース（岡山大学）やエピゲノム制御研究セ大学院において、分子イメ ジング教育 ス（岡山大学）や ピゲノム制御研究セ
ンター（成均館大学）など、両大学の特長を活かした国際的共同研究の推進や関連
する教育での連携などが期待される



創薬科学科 博士前期課程 博士後期課程

岡山大学薬学部（日本） 新課程学生
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MURPES ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
（学部学生）
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（大学院学生）

ｶﾘｷ ﾗﾑ
一部見直し

（学部学生）
1. 体験的授業聴講（9月実施）
2. 卒業研究合同発表会（12月予定）
3 合同先端研究シンポジウム（同上）

（大学院学生）
1. 短期留学（１～２Ｗ）
2. 長期留学（３Ｍ） 相互学位認証

Dual Degree3. 合同先端研究シンポジウム（同上） ・Dual Degree
・Joint  Degree

国際ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ（学部・大学院）
・海外製薬企業ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

薬学部教育薬学進学課程 博士課程

海外製薬企業ｲﾝﾀ ﾝｼｯﾌ
・海外病院薬剤師ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ

新薬学教育ｼｽﾃﾑ

検討で合意

薬学部教育
（４年）

旧課程（４年制）
博士前期課程

（ 年）
博士後期課程

（ 年）

薬学進学課程
（２年）

博士課程
（４年）

新薬学教育ｼｽﾃﾑ

旧薬学教育ｼｽﾃﾑ旧課程（４年制）
（２年） （３年）

成均館大学薬学部（韓国）

旧薬学教育ｼ ﾃ


